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1.はじめにはじめにはじめにはじめに

　セメント系固化材の安定処理による柱状改良，地中連壁，盛土な

どにおいては，施工後の初期段階に改良土の自重や上載荷重によっ

て圧密が起こり，固化後の強度・変形特性が大きく変化することが

予想される．このような改良土の初期材齢で発生する圧密現象 1),2)を

考慮した改良土の強度・変形特性については，報告例が少なく十分

に解明されていない．そこで，本報告では改良土の圧密の影響に関

する基礎データを収集することを目的とし，試作した「モールド型

圧密養生装置 3)」を用いて安定材の種類・添加量を変えた供試体を作

製し，一軸圧縮試験により強度・変形特性を検討した．なお，本報

告では，上載圧下で改良土を養生する場合，圧密現象が生じると

考え，その養生方法を「圧密養生」と表現した．

2.試験方法試験方法試験方法試験方法

　本研究に用いた土試料は山口県宇部市高嶺地域で採取した粘

性土である。表－１に土試料の物理的性質を示す．また，使用し

た安定材は，普通ポルトランドセメント（OPC）および一般軟弱

土用固化材の 2種類であり，安定材添加量は 50，100および 150

kg/m3とした．改良土をセメント協会標準試験方法（JCAS L-01-

1990）に準じ，室内配合試験用のモールド（φ：50 mm，h：100

mm）にカラーを取り付けやや多めに充填した後，圧密養生装置

に設置し，所定の上載圧（σｖ=49，98，147 kPa）を加えて 7日

間湿空状態（温度 20 ℃，湿度 R.H 95 %）で圧密養生を行

った．その後，供試体高さを 100 mmに仕上げた後，モール

ドから脱型した供試体に対して一軸圧縮試験（JIS A 1216）

を行った．

試験結果および考察試験結果および考察試験結果および考察試験結果および考察

（（（（1）圧密養生特性）圧密養生特性）圧密養生特性）圧密養生特性

　図－１に各改良土の圧密終了時間（tc）と上載圧（σv）の

関係を示す．ここで tcは 3t 法により決定した．ちなみに安

定材無添加の tcは 1100～2000 分であった．いずれの改良土

も添加量が多くなると，100分程度で圧密が終了している．

特に，固化材を添加した改良土の方が， OPCを添加したも

工学的分類 粘質土
自然含水比（%） 45.0

湿潤密度（g/cm3） 1.80

土粒子密度（g/cm3） 2.69

細粒分含有率（%） 56

液性限界（%） 47.4

塑性指数 19.9

ｐH 5.7

表－1　土試料の物理的性質

図－１　上載圧と圧密終了時間の関係
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図－２　上載圧と最終沈下ひずみの関係
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のよりも，添加量の増加に対する tcの減少が大きくなってい

る．図－２は各改良土の最終沈下ひずみ（εv*）とσvの関係

を示したものである．σvの増加によってεv*は大きくなる．

また，各改良土のεv*は添加量が増えると減少するが，この

傾向は OPCを添加した改良土の方がより顕著である。

（（（（2）一軸圧縮強度と変形）一軸圧縮強度と変形）一軸圧縮強度と変形）一軸圧縮強度と変形

　図－３に固化材を添加した改良土の安定材添加量と一軸圧

縮強度（qu）の関係を，圧密養生時の上載圧別に示す．qu は

上載圧の違いによる差があまり見られないが，添加量50～100

kg/m3の領域では飛躍的に増加する．図－４は，各改良土の上

載圧と一軸圧縮強度の強度比との関係を示したものであ

る．ここで，強度比は各上載圧で圧密養生した改良土の

一軸圧縮強度を，非圧密養生（通常の養生方法）した改

良土の一軸圧縮強度で除したものである．この図から，

安定材添加量 150 kg/m3の場合，圧密養生による強度増加

はあるものの，各改良土の強度増加は相対的に小さくな

った．しかし，安定材添加量 50 kg/m3の場合，圧密養生

による一圧縮強さの増加が顕著であり，σｖ=147 kPaで圧

密養生を行った場合，約 1.8～2.3倍の強度増加となった．

図－５は固化材を添加した改良土の安定材添加量と変形

係数の関係を示したものである．添加量が多くなると，

変形係数も一軸圧縮強度同様に大きくなる．特に，圧密

養生を行った場合はかなりの増加が見られ，このことか

ら，圧密養生により改良土供試体の破壊挙動が脆性的な

ものになっていることが分かる．

4.結論結論結論結論

1)各改良土の圧密終了時間は，添加量が多くなると 100分

程度となり，固化処理によって短縮される傾向がみられ

た．

2)安定材添加量を増やすと，圧密養生の最終沈下ひずみを

かなり抑制することができる．

3)実験範囲では，圧密養生によって一軸圧縮強度は増加し，

圧密養生しない場合と比べて約 1.2～2.3 倍に増加した．

4)圧密養生により改良土供試体の破壊挙動は，変形係数か

らみて，より脆性的なものになっていた．
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図－４　上載圧と一軸
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